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,    = =
拡大のための行列が，A=
3 0
0 2 であった。この行列 Aに座標変換を施した，座標ｗに対







































































































F = 2·a·Var（x）＋2·b·Cov（x,y）－2λa = 0
a
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図４： 分散最大化の最適化問題のグラフィクス。半径１の円筒は，a, b の制約式を表す。Var（z）
とこの制約を同時に満たす領域が可動領域である。その最大値が大きいほうの固有値
18.3，最小値が小さいほうの固有値 5.6となることがVar（z）の大きさから読み取れる。
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